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良性皮膚疾患
58%(255例)
真菌症
湿疹、皮膚炎
結核性疾患
血管腫
尋常性乾癬
汗疱
など

悪性腫瘍
12%(53例)

職業性
21%(92例)

その他・
不明
9%(40例)

1)を改変

良性皮膚疾患
55%(7例)

悪性腫瘍
15%(2例)

職業性
15%(2例)

その他・
不明
15%(2例)

(a) 1922-2014年(計447例)
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(b) 2004-2014年(計13例)
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1)を改変

BCC
16%(70例)

SCC
56%(252例)

BCC+SCC
4%(18例)

Bowen病
5%(22例)

その他・
不明
19%(85例)

BCC
62%(8例)

SCC
23%(3例)

Bowen病
7%(1例)

血管肉腫
7%(1例)

(a) 1922-2014年(計447例) (b) 2004-2014年(計13例)



BCC SCC

好発部位
放射線障害が
軽度の部位

潰瘍形成を
伴う部位

腫瘍発生までの平均期間 25～38年 19～29年

多発例 46-50% 40%

慢性放射線皮膚炎患者と
健常人との発生率の差

有意差あり 有意差なし

表1 慢性放射線皮膚炎に生じるBCCとSCCの特徴


